
【機密性2】
令和7年度総合防災訓練実施シナリオ

令和7年10月1日作成
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大規模地震発生から本部隊集合

●緊急地震速報発令

『訓練放送｡こちらは’ にす｡緊急地震速報が出されました｡強い揺れに備えて､身の安全を確保してください｡』(2回繰り返す｡）

●初期行動

各自､在席中の想定のもと､窓や棚から離れ､安全な場所へ速やかに移動する。

●大規模地震発生(大阪市北区にて震度6強を観測したとの想定）

『訓練放送｡こちら1割 iです｡ただ今大きな地震が発生しています｡身の安全を確保してください｡』(2回繰り返す｡）

●地震収束

●自衛消防組織の活動開始要請
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地区隊活動開始

鬘 |冒擢溌穏塁轄地区内を順次
●:各地区隊エリア

各地区隊は､担当管轄地区内を順次

地区隊活動開始 地区隊活動開始

堂'2A鐙溌彊塁轄地区内を順次
●:各地区隊エリア

各地区隊は､担当管轄地区内を順次

『訓練放送｡こちら瞳 侭す｡揺れは収まりましたが､余震が起こる可能性があります｡落下物に注意し､身の安全を確保してくださ
い。

職員は､扉を開放するなど､避難経路を確保してください｡来庁者の皆様へは安全確認中のため､その場で待機するよう指示してください。
自衛消防組織の活動を開始します。
本部陵は､ﾛ■■■■■■■■■■■こ集合してください。
総括地区隊長は､トランシーバー及びPCを持参し､■■ Iに参集してください。
地区隊は､被害状況を確認し､地区隊長へ順次報告してください｡』(2回繰り返す｡）

■■■■
確認｡訓練カードの内容を順次連絡し
ていく。

地区隊長から総括への連絡は
M365(チャット等)､内線電話の利用が
可能

●:各地区隊エリア

各地区隊は､担当管轄地区内を順次
確露｡訓練カードの内容を順次連絡し
ていく。

地区隊長から総括への連絡は
M365(チャット等)､内線電話の利用が
可能

確認｡訓練ｶｰドの内容を順次連絡し
ていく。

地区隊長から舞括への連絡は内線電
話の利用が可能

●通運●避誘 ●通運 ●避誘｜→ ●避誘一 ●通運一
一
一

■

●通連 ●通運 ●地隊長 ●通運●地隊長 ●地隊長一 一

■

本館総括 別館総括 新館総括

_醇叶
●地隊長 ●地隊長一 一

･本部隊集合まで1 I
統括管理者､代行者がl l二到着するまで少し時間を要する想定で､指揮班長が代理で指示を出す。
●本部隊集合まで(設備監視｡警備班からの報告）

『設備担当は､設備の状況を確認してください｡』

ロ ロ ロ

旧 I ●

14:05

指揮班長 設備一
’
一指揮班長 警備 『警備担当は､本別館の渡り廊下及び渡り廊下の下道路の通行禁止の措置を取り､各玄関の状況を確諺してください｡』

｜ ’ ｜ ’ 『設備担当から報告します。
放送設備及び電話設備は使用可能です｡電気設備の故障は生じておらず､非常用電源が稼働中です。
エレベーターについては､管制装置が働き全機停止中｡閉じ込め者の確認中です｡』

設備 指揮班長一

ロ ロ ロ ロ

■

ｌｌｌｌ
『警備担当から報告します。
渡り廊下及び渡り廊下の下道路の通行禁止措置が終了しました。
各玄関を確認したところ､本館正面玄関及び新館正面玄関は､ガラスが散乱しており､通行できません。
本館と新館の連絡通路は通行可能です。
別館は､現在のところ異常ありません。
なお､南西芝生は安全です｡』

■ ■ ■ ■ ■
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、

警備 指揮班長一

指揮班長 一警備 『警備担当は､各玄関に建物の安全が確認できるまで入庁を制限するように連絡してください｡』

■■ Iへ本部隊全員が到着(本部立ち上げ）

●初期報告※判明次第､先行して情報をホワイトボードに書き込んでおく 〃

14§07

『統括管理者に報告します。
現在､設備監視･警備班に命じ､本別館の渡り廊下通行禁止の措置を行っています。
それに伴い､渡り廊下の下道路も通行禁止にしています。

また､庁舎設備等の状況を確認しており､現段階での情報では、
・全館とも電気設備の故障は生じておらず､非常用電源が稼働中です。
・建物被害状況については､確認中です。
・放送設備に異常ありません｡内線電話も使用可能です。
・エレベーターは全機停止しています｡閉じ込め確認についても併せて行っています。
・各建物の玄関については､本館正面玄関及び新館正面の窓ガラスが割れて散乱しており､使用できません。
・本館と新館の連絡通路は通行可能です。
・別館については現在のところ異常ありません。
・建物の安全確認ができるまで建物への入庁を制限するよう警備担当に指示しています。
・南西芝生は無事であり､負傷者が発見される可能性があるため､南西芝生に救護所の設置を要請します。

通常閉鎖している玄関について､必要であれば開放の指示をお願いします｡』

1 1

指揮班長'一｜ 統括

1 ．q
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一
一●通報班への放送指示

『通報班は､各館の在館者に対して＝
。慌てず落ち着いて行動すること
・エレベーターを使用しないこと
・倒壊の危険があるため､本別館の2階､3階の渡り廊下､渡り廊下の下道路は通行できないこと
・ガラスが割れて散乱しているため､本館の正面玄関及び新館正面には近づかないこと
・地区隊長は被害状況を把握でき次第､速やかに総括地区隊長に報告すること
以上を全館放送してください。
今後､全館放送を開始する際はもトランシーバーで各総括に一報を入れてから放送してください｡』

14:08

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

本部隊→本館総括本館総括 本部隊 別館総括 本部隊統括 通報 新館総括一 一一

一一
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『訓練放送｡自衛消防本部からお知らせします｡現在､安全確認を行っています。
次の点に注意し､慌てず落ち着いて行動して下さい。
。エレベーターは使用しないでください。
。倒壊の危険があるため､本館別館の2階､3階の｢渡り廊下｣､「渡り廊下の下道路｣は通行しないでください。
。ガラスが割れているため､本館の正面玄関及び新館の正面玄関には近づかないでください。
。地区隊長は被害状況を把握でき次第､速やかに総括地区隊長に報告してください。
次の放送があるまでそのままお待ちください｡』(2回繰り返す｡）

※地区隊長は､地区隊に対して、
全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

※地区隊長は､地区隊に対して、
全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

※地区隊長は､地区隊に対して、
全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

通報’一|全館放送

●救護所の設置指示

『救護班は蔭救護所を本館庁舎南西芝生に設置してください｡』

『救護班了解｡本館庁舎南西芝生に救護所を設置します｡』※設備担当からトランシーバーを受け取り､副班長は現場に向かう。

『通報班は､救護所の設置及び地震等の情報について､全館に放送してください｡』

14210

統括｜→|救護班
救護班長|→｜ 統括

救護班

錦

長

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

一
識統括 一

『訓練放送｡自衛消防本部からお知らせします。
本館庁舎南西芝生に救護所を設置します｡救護班班員は’ ｜保管の救護所設置物品を回収し､南西芝生に救護所を設置し
てください｡負傷者は救護所へ搬送してください。
引き続き､火災及び建物の安全確認を行っています。
庁舎内にいる方は放送及び係員の指示に従い､慌てず落ち着いて行動して下さい｡』(2回繰り返す）

本館総括 本部隊 別館総括 本部隊 新館総括本部隊 一一 一

全館放送通報 一

※地区隊長は､地区隊に対して、
全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

※地区隊長は､地区隊に対して、
全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

※地区隊長は､地区隊に対して、
全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

●遷難経路の確保

本館指揮 各館指揮班は各館総括に､現在使用できる玄関を次のとおり連絡してください。
本館は､東玄関のみ
別館は､正面玄関のみ．
新館は､西玄関及び本館への連絡通路

一
↓
’
一

統括 別館指揮
■ む

新館指揮

『本部指揮班から指示します。
・現在使用できる玄関は東玄関のみであることを地区隊に連絡してください｡』

本館指揮 本館総括一
ロ

『本部指揮班から指示します。
。現在使用できる玄関は正面玄関のみであることを地区隊に連絡してください｡』

別館指揮 別館総括 I一

『本部指揮班から指示します。 －
.現在使用できる玄関は西玄関及び本館への連絡通路のみであることを地区隊に連絡してください｡』

新館指揮 新館総括一

(安心放送の例）
『こちらは新館地区隊です｡14時過ぎ
に発生した地震について､安全確認中
ですので､その場でお待ちしてくださ
い。

不安なことがあれば､近くの職員にお

声かけください。

現在､分かっている状況です。

建物内で火災等は発生していません。

正面玄関付近損傷のため､正面玄関
は使用できません。
新館から外に出る場合は､西玄関を
使用する予定です｡次の放送があるま
で､その場でお待ちください｡』
(2回繰り返す）

(●各館総括地区隊長から館内に向けて安心放送）

1回目の安心放送実施

以降､3～5分おきに情報を更新した内容で安心放送を適宜放送する。

(安心放送の例）

『こちらは本館地区隊です｡14時過ぎ
に発生した地震について､安全確認中
ですので､その場でお待ちしてくださ
い。

不安なことがあれば､近くの職員にお
声かけください。
現在､分かっている状況です。

建物内で火災等は発生していません。

下面玄関付近損傷のため､正面玄関

は使用できません。
別館への渡り廊下は､危険があるた
め使用できません。

本館から外に出る場合は､東玄関を
使用する予定です｡次の放送があるま
で､その場でお待ちください｡』
(2回繰り返す）

(安心放送の例）

『こちらは別館地区隊です｡14時過ぎ
に発生した地震について､安全確認中
ですので､その場でお待ちください。

不安なことがあれば､近くの職員にお

声かけください。

現在､分かっている状況です。

建物内で火災等は発生していません。
本館への渡り廊下は､危険があるた
め使用できません。
別館から外に出る場合は､正面玄関
を使用する予定です｡次の放送がある
まで､その場でお待ちください｡』(2回
繰り返す）

ﾛ

寺

ロ
｡

各館総括 各館放送一

ロ

■ ■ ■

I

●設備監視･警備班からの報告

『設備班から報告します。
各館のエレベーターの閉じ込めはありません｡引き続き､管制装置により全機停止しています｡』

統括

L
設備 一

ロ I ．
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本部 別館本館 新館
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

本館被害状況報告
ロ ロ D l ロ ロ

篭曠
●建物被害･負傷者についての報告14:10

1階中央EVホールで負傷者1名発見
しました｡腕を打撲していますが､自力
歩行可能です。

『・本館の被害状況を報告します。
・各階各所で複数の亀裂が発生していますが､いずれも小規模であり､通行可能です。
・ 1階中央EVホールで､負傷者1名を発見しました｡腕を打撲していますが､自力歩行可能であり､現在救護所に誘導しています。
・地下2階から11階まで､大きな建物被害､火災は確認されていません。
・西からの避難を容易にするため､本館茜玄関の開錠を要請します』

1 1
－

■ ■

本館総括 本鑓溌出 負傷者を南西芝生の救護所に誘導し

てください｡現在通行できる玄関は東
玄関のみです。

一

本館総括 1地隊長一

’

本館の被害状況を確認したところ､1

階にて負傷者1名を発見し､現在救護
活動を行っています。

建物に複数の亀裂が発生しています
が､いずれも小規模であり､避難には、
影響がないと考えられます。
各地区隊は､今後の発災に備え､避
難活動時の行動確認及び初期消火活
動時の行動確認をしてください。

『・本館の被害状況を報告します。
・各階各所で複数の亀裂が発生していますが､いずれも小規模であり､通行可能です。
・ 1階中央EVホールで､負傷者1名を発見しました｡腕を打撲していますが､自力歩行可能であり､現在救護所に誘導しています。
。地下2階から11階まで､大きな建物被害､火災は確認されていません。
・西からの避難を容易にするため_本館西玄関の開錠を要請します』

本館搬出 統括 本館総括 全地隊長一 一

〆

設備班長 『設備監視班は､本館西玄関電気錠を開錠してください｡』一
一

統括
誘導班長 『誘導班は､本館西玄関に向かい､開錠を確認してください｡』

『了解｡本館西玄関に向かいます｡』
※設備からトランシーバーを受け取り､避難誘導班副班長及び設備監視班班員は本館西玄関に向かう。

誘導班長 統括一

設備監視班副班長は､｜ ｜設置の制御盤で本館西玄関の電気錠開錠処理を行う。
『設備班から報告します｡本館西玄関の電気錠開錠処理が完了しました。
建物への入庁を制限するため､西玄関に設備監視班員を1名配置します｡』

ｌｌｌｌｌｌ
設備 統括一

【トランシーバー】
『避難誘導班副班長から避難誘導班長へ本館西玄関の開錠を確認しました｡』
避難誘導班副班長は確認完了後､本部隊に戻る(ただし､本館の避難が開始された場合､避難誘導の補助を行う)。

誘導
副班長

誘導班長一

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
■
画
■
■

冬 ■■■■■■■■■■■■■■■■ ＝

誘導班長 統括 『避難誘導班から報告します｡‐本館西玄関の開錠を確認しました｡』 Ｉｌｌｌｌ一

■ ■

Ⅱ ■■ Ⅱ

■ ■

別館被害状況報告
Ⅱ

●建物被害･負傷者についての報告 1避誘

1通連

1地隊長

1通運

1地隊長

別館総括

14210

一
一
一

一

1階EVホールに負傷者1名発見しまし

た｡膝を打撲しており、自力歩行でき
ない状態です。

『 別館の被害状況を報告します。
各階各所で複数の亀裂が発生していますが､いずれも小規模であり､通行可能です。
1階中央EVホールで､負傷者1名を発見しました｡膝を打撲しており毒自力歩行できないため､車椅子にて救護所に搬送しています。
地下2階から14階まで､大きな建物被害､火災は確認されていません｡』

別館総括|→|別館搬出
1階EVホールの負傷者を南西芝生の
救護所に搬送してください｡正面玄関
の車椅子を適宜使用してください。
正面玄関は通行可能です。

別館総括 1地隊長一
ロ

■

I
●

別鐘の被害状況を確翌したところ､1
階にて負傷者1名を発見し､現在救護
活動を行っています。
建物に複数の亀裂が発生しています
が､いずれも小規模であり､避難には
影響がないと考えられます。
各地区隊は､今後の発災に備え､避
難活動時の行動確認及び初期消火活
動時の行動確認をしてください。

『・別館の被害状況を報告します。
・各階各所で複数の亀裂が発生していますが､いずれも小規模であり､通行可能です。
・ 1階中央EVホールで､負傷者1名を発見しました｡膝を打撲しており、自力歩行できないため､車椅子にて救護所に搬送しています。
・地下2階から14階まで､大きな建物被害､火災は確認されていません｡』

別館搬出 統括 別館総括 全地隊長一 一

I

■ ■ ■ ■

I
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【機密性2】
令和7年度総合防災訓練実施シナリオ

令和7年10月1日作成
■■■■■■■■■■■

「
■
一
・
■
。

本部 本館 別館 新館

■
一
・
・
■

、一一一

。
新館被害状況報告

●建物被害･負傷者についての報告14:10

1避誘

1通連

1地隊長

1通運

1地隊長

新館総括

一
↓
一

1階中央EVホールに負傷者1名発見

しました｡肩を打撲していますが､自力
歩行可能です。『・新館の被害状況を報告します。

・各階各所で複数の亀裂が発生していますが､いずれも小規模であり､通行可能です。
・ 1階中央EVホールで､負傷者を発見しました｡肩を打撲していますが､自力歩行可能であり､現在救護所に誘導しています。
・地下2階から11階まで､大きな建物被害､火災は確認されていません。
・避難を容易にするため､1階出納一課前廊下の電気錠｢1F一般廊下｣を常時開錠の状態にします。
・西玄関は通行の都度開錠･施錠します｡』

新館総括'一|新館搬出
負傷者を南西芝生の救護所に誘導し

てください｡西玄関及び本館への連絡
通路は通行可能ですので､西玄関を
通行して救護所に向かうよう連絡して
ください｡西玄関の鍵は通行の都度開
錠･施錠してください。

新館総括|→’ 1地隊長

新館の被害状況を確認したところ、1

階にて負傷者1名を発見し､現在救護
活動を行っています。
建物に複数の亀裂が発生しています
が､いずれも小規模であり､避難には
影響がないと考えられます。
各地区隊は､今後の発災に備え､避
難活動時の行動確認及び初期消火活
動時の行動確認をしてください。

●

『・新館の被害状況を報告します。
・各階各所で複数の亀裂が発生していますが､いずれも小規模であり､通行可能です。
・ 1階中央EVホールで､負傷者を発見しました｡肩を打撲していますが､自力歩行可能であり､現在救護所に誘導しています。
・地下2階から11階まで､大きな建物被害､火災は確認されていません。
・避難を容易にするため鶴1階出納一課前廊下の電気錠｢1F-般廊下｣を常時開錠の状態にします。
・西玄関は通行の都度開錠･施錠します｡』

、

●

新館搬出'一｜ 統括 新館総括'一 全地隊長

=＝

戸

・

I
①

●

本館1 】異常確認

●本館’ ｜から異常を確認
※火災報知器は､作動させない。

14:11 一

ーから焦げた臭いを確認しま
した｡煙は発生していません。
扉が施錠中のため､現況確認できま
せん｡』

〒
L

本館総括一

『■■■■から焦げた臭いを確認しました。
煙は発生していません。
扉が施錠中のため.現況確認ができません｡開錠対応をお願いいたします｡』

『本館から報告します。

ー､ら焦げた臭いを確認しました｡煙は発生していません。
扉が施錠中のため､現況確認ができません｡開錠対応をお願いいたします｡』

14212

奉鰭総括|→
本館搬出

本館搬出 統括一

二
一

ロ

安心放送目安時間 安心放送目安時間
14913

鯛 歸鵜
てください｡』
こ向かう。

『設備監視･警備班は
※設備監視班副班長

統括 設備一

↑

『本館指揮担当は､本館総括に対し、
■の在館者の避難の開始及び

統括 本館指揮一

開錠後､初期消火活動を開始するよう指示してください｡』

統括 通報 『通報班は､119番通報をしてください｡』一

『
臨場し､初期消火活動の支援をしてください。
着に備えてください｡』

■及び本館東玄関に向かいます｡』※設備からﾄﾗﾝｼｰバｰを受け取り､副班長及び班員は現場に向かう。

消火班長統括 一

『了解｡本館I統括消火班長'一

n ■にて火災発生の可能性

があります｡初期消火活動中です｡煙
の発生はありません。

被害を防ぐため､｜ Hの在館
者に対し､避錐を指示してください｡避
難場所は本館南西芝生です。
避難経路として､使用できるのは束玄
関及び西玄関です。

『本部指揮班から指示します。
本炉＝一存開錠します。
火災発生の可能性があるため､開錠後､初期消火活動を開始してください｡119番通報は本部隊が行います。
被害を防ぐためH Iの在館者の避難を開始してください｡避難場所は本館南西姜生です。
避難経路として使用できる玄関は東玄関及び西玄関であることを地区隊に連絡してください｡』

本館指揮→本館総括 本館舞括一｜全地隊長

＃

■

や
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【機密性21
令和7年度総合防災訓練実施シナリオ

令和7年10月1日作成

本部 別館 新館本館
三二一四 ロ ー＞ダニ 一一国坦凸

－

通報’一 消防署 ●119番通報

【通報内容(例)】消防署員が対応(使用内線■■■)※訓練ですとお伝えください。

『消防署』 『裁判所』

｡はい119番です｡火事ですか､救急ですか。 ・火事です。

｡住所はどこですか。 ・大阪市北区西天満2－1－10

大阪高等地方簡易裁判所合同庁舎です。

･何が燃えていますか。 ・認 h,ら焦げた臭いがします。
出火状況と煙の発生状況は不明です。

･どのような状況ですか。 ･職員による消火活動を行っています。

･怪我人はいますか。 ．この火事による負傷者はいません。

･あなたのお名前と連絡先を教えてください。 ・○○○○です｡連絡先は○○○○です。

※119番通報指示に合わせ､警備班が別途警備員に消防車入構のための対応を指示する。

、１１１１

’

1 1 ．

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施

差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

●

『通報班は､各館の在館者に対して、
’ 本部隊→ 別館総括 本部隊 新館総括統括 通報 災発生の可能性があり､現在初期消火活動中であること

い｡』

本館総括 本部隊一 一 一

以

0 I I l l I H

｜ ’
ゆ

※地区隊長は､地区隊に対して、
全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

※地区隊長は､地区隊に対して、
全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

※地区隊長は､地区隊に対して、
全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

『訓練放送｡自衛消防本部からお知らせします。

蕊卿寵蓋発生の可龍性があり､現在初期消火活動中です。｜の在館者に対し､避難を指示しています。通報 全館放送一

別館･新館では､引き続き､建物の安全確認を行っており､火災等の確認はされていません。
庁舎内にいる方は放送及び職員の指示に従い､慌てず落ち着いて行動して下さい｡』(2回繰り返す｡）

I 。

、

『1一錠、
配線損傷により火災発生。
※訓練用消火器を使用し､消火
訓練を行う｡
消火器による初期消火完了。
火事によるけが人はいません｡』

ｌ
ｌ
ｊ

Ｘ
Ｄ
◆
●
■
■
Ｇ
Ｄ
Ｃ
・
■
■
９
■
ｇ
Ｑ
Ｅ
Ｏ
、
。
苦
■
ろ
■
・
甲
■
守
一

●本館’ 羅十火災確認十初期消火活動成功

●本館初期消火活動成功報告

安心放送目安時間 安心放送目安時間14:16

14217

一
’
一

１１１

本館総括一

ｌｌｌｌ

14218
『本館1 1で発生していた火災は､配線から火災が発生していることを確認しました。
消火器を使用した初期消火が完了しております｡なお､けが人はいません』

本館総括 本館搬出一

ロ ロ ロ

－
０

『本館ロ ■■で発生していた火災は､配線から火災が発生していることを確認しました。
消火器により消火が完了しております｡なお､けが人はいません』

本館搬出 統括一

1 1

■■■■■■■■■

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

一一=－一一 －－－

｜ I ’

本部隊『通報班は､消火完了した旨を消防署に通報し､全館放送してください｡』 本館総括 本部隊 →別館総括 本部隊 新館総括統括 通報 一 一一

、

’

■■通報’一 消防署 【119番通報内容(例)】消防署員が対応(使用内線

【消防署】

･はい119番です｡火事ですか､救急ですか。

･住所はどこですか。

)※訓練ですとお伝えください。14:19

【裁判所】

･火事です。

･大阪市北区西天満2－1－1O

大阪高等地方簡易裁判所合同庁舎です。

･先ほど通報した本館■■■■■■からの

出火について消火できましたので連絡します。

･○○○○です｡連絡先は○○○○です。

ロ

l

了解しました。

あなたのお名前と連絡先を教えてください。
ロ ﾛ 。
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令和7年度総合防災訓練実施シナリオ

｡

【機密性2】

令和7年10月1日作成

「 ！本館本部 新館別館

｜

｜

’

※ I に対してて
『訓練放送｡自衛消防本部からお知らせします。
本館1■－－確認したところ､火災が発生しておりましたが､初期消火にて消火が完了しました。
引き続き､建物の安全確認を行っています。
庁舎内にいる方は放送及び職員の指示に従い､慌てず落ち着いて行動して下さい｡』(2回繰り返す｡）

全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

一

通報’一|全館放送

一
一
一

P

『消火班は､本館の火災が消火されたことを隊内で共有し､消防隊の到着に備えてください｡』

為攪
統括 消火班長

【トランシーバー】
『消火班長より消火班へ発報します｡本館の火災は消火されました｡本館東玄関の消火班は消防隊が到着すれば､状況を説明してください｡』

‐

全館避難命令

『管理権原者に申し上げます。
全ての建物に複数の亀裂が生じ､本館から小規模な火災が発生いたしました。
大きな被害は生じていないものの､余震等による被害を最小限に防ぐため､全館への避難命令を提案いたします｡』

14920

統括 権原者一

14:20

『全館避難命令を発出します｡全館に対し避難指示をしてください』権原者

■ ■

『各館指揮班は各館総括に､全館避難命令が発出されたこと､全館放送にて避難指示を行うことを指示してください。
避難完了後､避難結果を各館の総括地区隊長が本部隊避難誘導班長に報告するよう指示してください。
なお､遷難場所は本館南西芝生です。
また､避難にあたっては、
本館は､正面玄関は使用できないので､東玄関及び新たに開錠した西玄関から避難するよう指示してください。
別館は､正面玄関から避難するよう指示してください。
新館は､正面玄関は使用できないので､西玄関または本館連絡通路から避難するよう指示してください｡』

本館指揮一

■ ■ 律

ロ ロ

統括 別館指揮一

I

新館指揮一

『全館避難命令が発出されました。
この後､全館放送にて､東玄関または新たに開錠した西玄関を利用して本館南西芝生に避難するよう､避難指示を行います。
総括地区隊長は､本館の避難完了後､避難結果を本部隊避難誘導班長に報告してください｡』

本館指揮 本館総括一

I 』

1 1 1

■ e ■

『全館避難命令が発出されました。
この後､全館放送にて､別館正面玄関を利用して本館南西芝生に避難するよう､避難指示を行います。
総括地区隊長は､別館の避難完了後､避難結果を本部隊避難誘導班長に報告してください｡』

1

別館指揮 別館総括一
Ⅱ I ．

q ロ ロ

1 1 ，

ロ ロ ロ

『全館避難命令が発出されました。
この後､全館放送にて､西玄関または本館連絡通路を利用して本館南西芝生に避難するよう､避難指示を行います。
本館は東玄関及び西玄関が使用可能です。
総括地区隊長は､新館の避難完了後､避難結果を本部隊避難誘導班長に報告してください｡』

■ ■

■ ■

新館指揮 新館総括一

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館6新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

※トランシーバーで一斉発報
『本部隊から各総括へ
ただいまから全館放送実施
差支えの有無を本館･別館･新館
の順で報告願います｡』
(返答例）
『○館承知』
『○館放送中終了次第発報し
ます』

『通報班は､全館に対し避難命令について放送をしてください。
なお､避難場所は南西芝生です｡また､各館の注意事項についても併せて放送してください。
・本館については東玄関または新たに開錠した西玄関から避難すること
・別館については､引き続き正面玄関から避難すること
・新館については､西玄関または本館連絡通路から避難すること
．なお､エレベーター及び渡り廊下は使用しないこと
．以上のことを徹底させてください｡』

本部隊 本館総括 別館総括 本部隊 →｜新館総括統括 本部隊通報 一 一一

※地区隊長は､地区隊に対して、
全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

※地区隊長は､地区隊に対して、
全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

※地区隊長は､地区隊に対して、
全館放送が流れた後､地区隊内
で情報が共有されているか､相互
に声かけ等で確認する

『訓練放送｡こちらは自衛消防本部です。
全館避難命令が発出されました｡係員の指示に従い､本館南西芝生に避難してください。
本館は西玄関も新たに開錠しましたので､東玄関または西玄関から避難してください。
別館は正面玄関から避難してください。
新館は西玄関または本館連絡通路から避難してください｡本館は東玄関または西玄関が使用可能です。
なお4エレベーター及び渡り廊下は使用できません。
放送及び職員の指示に従い､慌てず落ち蓋いて行動してください｡』(2回繰り返す｡）

通報 全館放送一

『避難誘導班は､全館の避難結果を確認し､報告してください。
救護班は､負傷者の避難結果について確認し､報告してください。
その他の本部隊員は､避難場所の交通整理にあたってください｡』

’
’
一

統括→避難

統括 ’一｜本部員 『それでは､本部隊を本館南西芝生に移動します｡』14旨23
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【機密性2】
令和7年度総合防災訓練実施シナリオ

令和7年10月1日作成
ー

’本部 別館 新館本館

－

避難確認

｜
’

救護班｜→｜ 統括 負傷者について避難結果の報告14:25

$

j

＄

＄

＄

、

『●地区隊避難完了、
避難者計●名、
先に搬送した負傷者を除き､要救護者
はいません｡』

『●地区隊避難完了、
避難者計●名、

先に搬送した負傷者を除き､要救護者
はいません｡』

『●地区隊避難完了、
避難者計●名、
先に搬送した負傷者を除き､要救護者
はいません｡』

●地隊長●避誘 ●避誘 ●避誘 ●地隊長●地隊長 一
》
↓

一
一
一

一
一地区隊 各館総括 各地区隊の避難結果(避難者､要救護者)の報告 ⑧地隊長 ●地隊長 本館総括 ●地隊長 本館総括本館総括

一

各館総括 避難誘導 各館の避難結果(避難者､要救護者)の報告

全館の避難結果(避難者､要救護者)の報告

↓
’
一避難誘導 統括

統括 →｜消防署 避難結果(避難者､要救護者)の報告14945

講 評

裁判所 司会､千葉管理課長(防火･防災管理者）

講評大阪北消防署

永井次長(自衛消防隊統括管理者）

消防署14:50

14255’ 裁判所
〆

一

、
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